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郊外地域に対する問題認識 

 

 

郊外地域にとっ

ての行政の役割

は何か 

横浜郊外に

おける問題

とは（つま

るところ）

何か？ 

考える内容について 

1.今住んでいる人と 

2.今の環境 

に分けた方が考えやすい 

年代構成と 

意向の傾向は？ 

問題視すべき「郊外」

とはどのような地域

か？（エリア、特徴） 

研究で 

調べたいこと 

郊外住宅地の現

居住者が住み続

けるには何が必

要か？（何に不

便 を し て い る

か？） 

1.高齢者自助 

1.望むもの 

 話し相手 

 相談相手を

地域に作る 

単身世帯住宅

におけるグル

ープリビング

の可能性は？ 

高齢者の

生きがい

づくり 

地域コミュニ

ティの充実＝

資産価値とな

るか？ 

現在活力のあ

る地域では、そ

の後継者はど

うやって見つ

けるか？ 

世代間交流 

急激な人口減

少による問題 

2.新たに人を入

れる工夫を探る 

（親が死ぬまで

の） 

1.近居誘致を進

める方策を探る 

福祉サー

ビスは地

域が提供

する 

呼び込み移住者

と現居住者は入

れ替わりか、融合

を目指すのか 

共働きか（近

居傾向？交通

利便性重視） 

主婦を呼び込

むか？ 

今の若い世

代には、も

う郊外は不

要なのか？ 

共 働 き 世 帯

は、郊外住宅

地居住に魅力

を感じない？ 

50 歳代以上

の呼び込み

の時、税収

は？ 

今のパイを

増やすこと

は無理 

公共サービ

スを下げな

ければ 

2.エリアを選

ぶことが必要

となるのでは 

郊外のまん

延の抑制 

散漫に残る

のは× 

郊外住宅地と

いえども特徴

は様々 

→濃淡つける 

1.新たな開

発はさせな

い、もしく

は減築する 

農業を 

環境学習 

日曜農業 コミュニティ

ガーデン 
農学校 

農や自然教育を活

かしたまちづくり

で郊外を売りに？

特区？ 

安く 

住める 

単身者のル

ームシェア 

中古→一生の財産と思

うと買いにくい 

→一定期間の居住ねら

いで流通しないか？ 

2.通勤通学の不便を

受け入れてもらう 

 

ブランドイ

メージ戦略 

2.居住環境で

はなく、新た

な横浜ブラン

ドをつくる 

ペットが

自由に飼

える住宅 

郊外の良好な

街並みは維持

し続けられる

か？どう変わ

るか？ 

横浜の郊外住

宅地は、程よい

利便性と良い

環境がある。そ

れを売りにし

た地域づくり 

働き口 

・研究所 

・工場 

学校とか、

魅力的なも

のを誘致 

在宅 

ワーク 

経済活動

の減退 

東京一極集中

を抑制すべき

（住宅、超高層

マンション） 

1.調整区域で食い

ぶちをかせぐ必要

がある（農業支援） 

新規事業開拓 

観光 

（エコパーク、

エコツアー） 

住み続ける 

子供世代を呼び込む 

若い世代を呼び込む 

壮年世代を呼び込む 

人を呼び込む 安さ 

ブランド力 

特色 

職 

街並み・環境 

農 

魅力づくり 

エリアを分ける 

現在 ~１０年 １０年以降 


